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Chomsky (2013, 2015) は、Label ing Algor i thm と minimal  search を組み合わせ、

label ing の可否から、EPP effect、 f reez ing e ffect、 that  t race effect、successive cycl ic  

movement の根拠を統一的に導き出した。本コロキアムでは、search の適用の有無

から label ing の可否を導くことによって、更なる広範な経験的事実を捉えられること

を示す。そして、統語現象に原理的な根拠を与え、Universa l Grammar の研究に新

たな方向性をもたらす可能性を追求する。杉本の研究では、pair merge が search

の可視性に影響を与えることを示し、定型節と不定型節を中心に C と T の関係を

説明する。宗像の発表では、範疇の有無と search の可視性を結び付けて、「と」の

分布の説明を試みる。剌田の発表では、search の可視性を決める feature によっ

て、日英語を中心とした差異を説明することを示す。後藤の発表では、 search の範

囲から label ing の可否を導き出し、移動現象などの性質をあぶりだし、 label ing が

統語現象の根本を成すことを示す。  


